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5 月に苗を植えてから半年間育ててきた里芋善光寺を 10 月 24 日(金)に収穫し、水を使って里芋の

土落としを行いました。毎年この時期は日が短くなり、気温も低く、厳しい作業ですが、それでも 2 年

生が先頭に立って生徒たちは一生懸命たくさん実がついた里芋を掘り、冷たい水で土を洗い流し、そ

こから 11 月の収穫祭の芋煮で使用するまで保管しておきました。 

▲背丈ほどの茎を刈り収穫 ▲たくさんの里芋を 1 つ 1 つ分ける ▲水で外側の土を洗い流す 

総合的な探究の時間『中庭園藝』秋の収穫祭 

11 月 7 日(金)は収穫祭の芋煮づくりが行われました。10 月に収穫してあった里芋を 1 つ 1 つ丁寧

に皮むきをして下準備を行ってから、調理室へ移動し、本格的な芋煮とマッシュパンプキンづくりを

行いました。芋煮は醬油味と味噌味の 2 種類を作り、カボチャをつぶしてバターで焼きました。普段

なかなか調理をする機会がない生徒たちもみんなで協力し合いながら、作っている姿は本校の人間関

係の良さを映し出している光景だと思いました。「美味しい芋煮を食べたい。食べさせてあげたい。」

というみんなの思いが通じたのか、大鍋 3 つで作った芋煮もきれいに無くなるほど大盛況でした。 

▲ブラシで皮をむく ▲大きい鍋での芋煮づくり ▲男子も一生懸命調理 

▲カボチャを細かくしてこねる ▲食べるととても甘みがある ▲具だくさんの芋煮 



 

10 月 24 日(金)に次期生徒会長を決める立会演説会と選挙が行わ

れました。まず、推薦人の 2 年小島さんが、候補者がこれまで仲間

と共にどのように学校生活を過ごしてきたかを説明し、次期会長に

最適な人材であると話しました。続いて、候補者である 2 年齊藤さ

んが生徒のみんなが笑顔で過ごすことができるようにしていきた

いと訴えました。直後に投票が行われ、齊藤さんが会長として信任

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 18 日(土)～19 日(日)に 9 月 4 日（木）、セーレン・ド

リームスタジアム（福井県営球場）を会場に「第 73 回北信

越高等学校定時制通信制総合体育大会」が行われ、本校から

は 3 年生の川島さんが松本筑摩高校軟式野球部の一員として

出場しました。本校は人数が少ないためチームスポーツで大

会参加する機会がありませんでしたが、協力要請があった際

に自ら手を挙げて川島さんが参加しました。合同練習は 2 回

しか行いませんでしたが、試合当日では 8 番ライトで出場

し、タイムリーヒットを打つなど大活躍しました。 

▲チームの一員として開会式参加 

▲タイムリーヒットで出塁 

 

11 月 11 日(火)に第 2 回生徒大会が行われました。冒頭では、

1 年間生徒会長を務めてきた 3 年阿部さんが挨拶をし、その

後、新生徒会長の 2 年齊藤さんが、「先輩方か築き上げてくれ

た素晴らしい雰囲気を引き継ぎ、これからも生徒全員が楽しい

と思える学校にしていきたい。」と今後の抱負を述べてくれま

した。他の生徒会役員をはじめとして、生徒全員でみんなが過

ごしやすい学校をつくってもらいたいと思います。 

▲前生徒会長の阿部さん 

▲新生徒会長の齊藤さん 


